
平成３０年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東中学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔１〕 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ＜課題＞

特 色 あ る 学 ＊富岡東としてのオ ①県下で３校目の県立の併設型中 ・<保護者ｱﾝｹｰﾄ>学校は生徒の学力を伸 B ①開校９年目を迎えて，国 県下で３校目の併設型

校 づ く り の ンリーワン教育の 高一貫校として，その使命を果 ばす学習指導ができている 際人としての資質の高い の県立中学校として，

推進 実現 たし独自の校風を築く。 87.4%（昨年度比 2.2 ポイント up） 生徒の育成に努力をして 特色ある学校づくりを

②生徒一人ひとりを総合的に理解 ・<保護者ｱﾝｹｰﾄ>学校は適切な体験活動 B いると思います。さらに， さらに推進していく。

し，その能力と個性を最大限に ができている 日本人としての「おもて

＊自立をめざす視点， 活かし伸ばす教育を推進する。 97.8%（昨年度比 2.3 ポイント up） なし」の精神を持って，

共生をめざす視点，③次代を担うリーダーとしての資 ・<保護者ｱﾝｹｰﾄ>学校は生徒間の良好な B T・ P・ O を重視した「あ ＜方策＞

個性を重視する視 質を持ち，仲間と協力し共生で 仲間づくりができている （所見） いさつ」や服装を習慣づ ○中高の交流をさらに充

点からの生徒の育 きる生徒を育てる。 91.9%（昨年度比 4.1 ポイント up） ・開校９年目を迎え，学習指導， けるようにして下さい。 実させ，中高一貫教育

成 ④学校生活における，すべての教 ・<保護者ｱﾝｹｰﾄ>学校は保護者に学校の B 部活動，体験活動，生活指導 昔の方が、より挨拶がで 校であるメリットを生

育活動の充実と深化を図り，伝 方針や教育活動のねらいを適切に伝 など，様々な面で「富東中ス きていたように思う。 かした魅力的な教育活

統を重んじる校風を育てる。 えている タイル」が確立した。 このような校風の更なる 動を推進していく。

＊伝統の継承と新た 86.9%（昨年度比 4.5 ポイント up） また，入学志願者数は昨年度 進化を願っている。

な アイ デン テ イテ に比べやや減少したものの， ○オーストラリアの姉妹

イの構築 活動計画 活動計画による実施状況 保護者や地域社会から一定の ②富岡東中学校の校風でも 校との国際交流をさら

・国際交流の取り組みを計画的に ・本校の姉妹校であるオーストラリアのア 評価が得られていると受け止 ありますが，多感な年齢 に推進し，ホストファ

推進し，海外語学研修を充実さ ルフレッド・ディーキンハイスクールと めている。 でグローバルな視野を持 ミリー等の継続的な交

せる。 の交流を継承し，オーストラリアから 30 てるように，ホームステ 流を学校がサポートし，

名の生徒が来校し，本校生徒の家でホー ・開校当初から取り組んでいる イや国際交流等により， インターネットなどを

・子どもたちの将来の夢の創造に ムステイを行って交流を深めた。 朝・夕の「富東タイム」や R 異国風土を肌で感じる経 利用して，リアルタイ

つながるように，キャリア教育 RC，また，環境学習・人権 験を多く取り入れて欲し ムな交流を展開する。

の取組を推進する。 ・「夢をえがく大学訪問」や職場体験学習， 学習を中心とした社会貢献プ い。また，大学訪問や職

ESD やリサーチ＆リポートなどの実施が ロジェクトやキャリア教育も 場体験， ESD やリサーチ ○子どもたちの将来の夢

・各種学校行事が充実し，良き伝 生徒の将来の夢の創造につながった。 進展し，富東中の学校づくり ＆リポートなど，キャリ の創造につながるよう

統が先輩から後輩へ受け継がれ が計画に沿って着実に推進で アを積み重ねる中で重要 に，講演会や職場体験

るよう，生徒会を中心に活動さ ・富東祭などで生徒会が自主的に活動し， きている。 な要素の一つで，継続し など，キャリア教育の

せる。 行事を成功に導くとともに，良き伝統が て欲しい。 取組をさらに推進する。

先輩から後輩へ受け継がれた。 ・国際交流の取り組みが進展し

・制服を美しく着る，さわやかな アルフレッド・ディーキンハ ○「富東タイム」につい

挨拶，奉仕精神など，本校の伝 ・制服の美しい着こなし，さわやかな挨拶 イスクールとの交流（隔年で て，活動の幅を広げる

統的美質を伝える指導をする。 など，富岡東の伝統的な美質が中学生に のオーストラリア研修）など など，さらに充実した

も定着した。 が，生徒・保護者から高く評 取組となるように努め

・総合的な学習の時間を中心に， 価されている。 る。

自らの個性を見つめ，自分の進 ・総合学習では，環境問題や人権問題につ

路や人生を切り拓く視点を持た いて有意義な学習ができた。またその成 ・中高教職員の連帯感や，学校 ○中高一貫教育校でなけ

せる。 果を発信できた。 としての一体感が高まり，中 れば果たし得ない余裕

高それぞれの教育活動に対す のある教育や特色を，

・現行の良さを残しつつできるだ ・各行事の実施には教職員の意見を反映さ る理解も一層深まった。 それぞれの分掌で提案

け多くの新しい意見も採り入 せ，行事後のアンケート等も実施した。 し，実践する。

れ，より良い教育環境を目指す。

Ｂ
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〔２〕 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ＜課題＞

多 様 な ニ ー ＊学校評価制度の活 ①学校評議員会・関係者評価委員 ・１月末までにホームページを４２回 A ①地域に開かれた学校づく 地域に開かれた学校づ

ズ と 地 域 の 用と学校の活性化 会を開催して教育活動の改善を 更新した。 りをさらに推進し，防災 くりをさらに推進し，

信頼に応え， 図る。 ・学年だよりを，年間に１年生 13 回， B 訓練や清掃活動等で地域 保護者との連携をより

地 域 と 共 生 ＊教師と生徒，生徒 ②ホームページを月２回以上更新 ２年生 11 回，３年生６回発行した。 住民や保護者との連携を 一層深める。

す る 学 校 づ 相互そして教師相 する。 ・<保護者ｱﾝｹｰﾄ>学校は学校の様子を学 B より一層深めて欲しい。

くりの推進 互の温かい人間関 ③学年だよりを各学年で年間８回 校・学年だよりやホームページ等で 学校は地域の宝であり，

係の構築 以上発行する。 適切に伝えている 住民の関心が深い。学校 ＜方策＞

④阿南市内の小中学校・教育機関 90.1%（昨年度比 2.3 ポイント up） 行事で，何度か学校へ伺 ○入学者募集説明会等の

＊ ボランテ イア活 動 との連携を図る。 ・<保護者ｱﾝｹｰﾄ>学校は保護者と協力し B （所見） う度に生徒の皆さんの気 広報活動をいっそう充

の推進 ⑤ＰＴＡ組織を活性化し，各専門 て教育活動を行っている。 ・阿南市中学校教育研究会の授 持ちの良い挨拶に触れて 実させるとともに，広

部の活動を充実させる。 83.3%（昨年度比 3.5 ポイント up） 業研究会に参加するなど，阿 嬉しく思っています。毎 報活動の実施方法を工

＊ホームページのさ 南市の各学校や教育機関との 年の公開授業を楽しみに 夫する。また，防災訓

らなる充実 活動計画 活動計画による実施状況 連携が深まっている。 している。 練や清掃活動等で地域

・地域の教育力を活用するため， ・学校評議員会を開催し，学校評議員や関 住民や保護者との連携

学校運営について，有識者から 係者の意見を学校運営に反映させた。 ・開校９年目を迎えて PTA 活 ②ホームページの更新が， を深める。さらにＥＳ

意見を聞き，学校運営に反映す 動も組織体制が確立するとと もっといろいろな面から Ｄやリサーチ＆リポー

る。 ・社会貢献プロジェクトの一環として，富 もに活動が充実し，保護者間 行われた方がよい。例え トの発表会に，出来る

岡東中学校・高校の環境防災委員（防災 の連携，また，地域との連携 ば行事予定や学校行事だ だけ多くの方々に来て

・生徒会役員等を中心に地域の様 クラブ）と地元の領家町などの人たちと がより一層深まった。 けでなく，様々な部活動 いただけるように広報

々なボランティア活動等に参加 共同防災訓練を行った。 からホームページにアッ する。

し地域社会との交流を進める。 ・アンケート調査で，「学校は プできるようにしてほし

・各教科等で阿南市中学校教育研究会に参 学校行事や授業参観等，保護 い。 ○生徒・保護者とのコミ

・阿南市中学校教育研究会等の教 加するとともに，阿南市中学校長会研究 者が参加できる機会を適切に ュニケーションを深め，

職員研修組織に積極的に参加す 協議会等を本校で開催した。 設けている」と回答した保護 ⑤阿南市のＰＴＡ連合会の 特に長期休業中の個人

る。 者が 95.9%と高い数値を示す 活動に積極的に参加し， 面談を充実させるなど，

・ PTA 総会時に学年懇談を実施した。また， など，保護者からの理解と協 球技大会等に学校のチー 相談しやすい雰囲気作

・生徒・保護者とのコミュニケー 夏季休業中と冬季休業中に個人懇談（三 力を得ながら教育活動を推進 ムで参加するなど保護者 りに努める。

ションを深め，特に長期休業中 者面談）を実施した。 することができた。 との交流を深めて欲しい。

の三者面談を充実させる。 また，さらなるＰＴＡ役 ○より充実した活動がで

・阿南市 PTA 連合会の活動に積極的に参 ・アンケート調査で，「学校に 員を募集し，活動を盛り きるようＰＴＡ組織の

・阿南市 PTA 連合会の活動に積 加し，球技大会のソフトボール部門で， は子どものことを相談しやす 上げていってほしい。そ あり方について検討す

極的に参加する。 ３年連続優勝を果たした。 い雰囲気がある」と回答した れが地域と学校の活性化 る。また，公開授業な

保護者が 78.4%（昨年度比 4.0 につながる。アンケート ど，地域との連携・交

・富東祭・公開授業等の公開行事 ・富東祭やオープンスクールを実施し，保 ポイント up）と増加してお 調査結果から，「学校に 流の取り組みを一層充

を積極的に開催し，効果的に広 護者や地域の方々に本校の教育活動を公 り，昨年度の課題がやや改善 は子どものことを相談し 実させ，積極的な広報

報する。 開した。 されつつある。 やすい雰囲気がある」と に努める。

回答する保護者がもっと

・ホームページを定期的に更新 ・学校行事や部活動等の学校生活，また， 増えるように改善しても

し，学校行事や部活動の状況等 PTA 活動や入学希望者への案内等につい らいたい。

学校の取り組みを発信する。 て発信した。

・入学者募集説明会の開催や学校 ・入学者募集説明会を１０月に実施し，約

案内の配布により，小学生や保 ３３０名の参加があった。また，阿南地

護者に対する広報をより効果的 域の各小学校を訪問し，本校の教育活動

に行う。 等について広報した。

Ｂ
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〔３〕 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ＜課題＞

生 徒 の 自 主 ＊生徒が意欲的に取 ①研究授業（大研）を年間２回実 ・高校と合同校内研究授業の年間２回 A ①高校と連携して学力の向 すべての生徒が高い志
性 の 育 成 と り組む授業の創造 施する。 の実施に加え，専門機関との連携を 上を目指し，長期的プラ と強い意欲を持ち，楽
基 礎 学 力 の と，生徒の確かな ②相互授業参観を年間１回以上実 図った研究授業も行った。 ンを立て，現在実施して しく学ぶ教育活動を充
定 着 。 学 力 学力の育成 施する。 ・相互授業参観をすべての教科担当が Ａ いる富東タイムやＲＲＣ 実させる。
向 上 へ の 取 ③学習意欲がある生徒９０％以 年間２回実施した。 を有効に活用し，その達
り 組 み の 強 ＊指導内容の精選と 上。 ・＜生徒ｱﾝｹｰﾄ＞学習意欲が高まってい C 成度や不十分な点を自発
化 指導方法の工夫改 ④授業に積極的に取り組む生徒９ る生徒 81.0 ％(8.4 ㌽ up) 的に改善し更なる向上を ＜方策＞

善 ０％以上。 ・＜生徒ｱﾝｹｰﾄ＞授業に積極的に取り C 目指して欲しい。 ○中高の教員による研究
⑤平均学習時間１日２時間以上の 組んでいる生徒 89.7 ％(3.6 ㌽ up) （所見） 授業等の校内研修を継

＊自ら考え行動し解 生徒７０％以上。 ・＜生徒ｱﾝｹｰﾄ＞家庭で２時間以上学習 C ・教科の学習指導の学習意欲 ③④⑤中高一貫教育校には 続し，さらなる指導力

決できる資質や能 している生徒 62.0 ％(3.3 ㌽ up) や積極性について，生徒アン メリットも多くあるが， の向上をめざす。

力の育成 活動計画 活動計画による実施状況 ケートの結果が昨年度より向 高校入試がないため，学

・研究授業・公開授業・外部講師 ・学期ごとの校内研究授業に加え，外部講 上したが指標には到達しなか 習意欲を維持すること ○本校の実態に応じた，

招聘による教員研修，授業評価 師を招いた事前研修をもとに「主体的・ った。生徒がさらに自主的に や，授業に積極的に取り 学ぶ意欲の向上につな

アンケート等を実施し，指導力 対話的で深い学びに関する実践研究」を 学習に取り組めるよう指導を 組むこと，一定の家庭学 がる評価のあり方につ

の向上を図る。 行い，その研究授業も中高の連携を図り 行う。 習時間を毎日確保するこ いて検討する。

つつ全教科で実施した。 となどが難しくなるとい

・学力向上検討委員会において， ・学力向上検討委員会が作成した「学力・ ・研究授業など教員の指導力向 うデメリットも当然あ ○支援が必要な生徒につ

生徒の学力向上を図る授業の展 学習状況改善プラン」に基づいて学習指 上について，中高全体で取り る。そのデメリットをど いて，個別指導をさら

開や評価のあり方等を検討す 導の改善を行った。 組んだ。 う取り除くか，小さくし に充実させるとともに，

る。 ていくかが課題である。 自ら学び分からないと

・「富東タイム」の活動成果と 基礎学力の定着は，こ ころは質問する態度を

・「富東タイム」について，さら ・「富東タイム」では短歌・俳句の創作や して，英語によるコミュニケ れから国際社会人として 育てる。

に充実した取り組みとなるよう NHK 基礎英語などを実施し，漢字検定 ーション能力も着実に向上し 我が国を担う富東中の最

に努める。 や英語検定に多数合格するなど，着実な ており，本校のめざす教育の 重要課題だと思う。その ○将来の夢や目標を意識

成果があった。 特色づくりを進めることがで ためにも本校を選び選ば させるために高校生や

・RRC の実施や具体的な学習目標 ・生徒アンケートで，RRC を学力向上に役 きた。 れ入学してきた生徒の個 卒業生との交流を図り，

の設定により，学習意欲の向上 立てている生徒が 85.8 ％(2.2 ㌽ up)と 性や夢や希望に寄り添う 生活実態調査や学習状

を図り，分からないところは質 なり向上が見られた。 ・家庭学習の習慣は，昨年度か 先生方に期待するところ 況調査を効果的に実施

問する態度を育てる。 らの向上が見られたが指標に は大きい。自ら学ぶ習慣 し，調査結果をもとに

は到達しなかった。今後も生 が身につけば自然と成長 や家庭との連携・協同

・学習内容が定着していない生徒 ・生徒からの質問に応じたり，勉強の仕方 徒の個々に応じたきめ細かな するので，生徒の多様性 し指導の充実を図る。

に対しては，テスト前や放課後 を助言したり，個に応じた指導を実施し 指導に努め，家庭学習の習慣 に期待し，一人一人の長

の個別指導を実施する。 た。また，基礎・基本を確認する小テス づけを行う。 所と個性を受け止め，基

トを実施して学力の定着を図った。 礎学力の定着と人間形成

・生活実態調査や学習状況実態調 ・学習状況実態調査を実施し，学習時間や をお願いしたい。

査を効果的に実施する。 テレビ・ゲーム・スマートフォン等にあ

てる時間を調査し指導に役立てた。

・教科担任は計画的・効果的に課 ・学級担任と教科担任が連携して，家庭学

題を出し，ホームルーム担任は 習記録表の作成等の指導に取り組み，家

学習記録表を提出させる等，家 庭学習を１日２時間以上している生徒の

庭学習習慣が定着するように努 割合が 62.0 ％(3.3 ㌽ up)となり向上が
める。 見られた。

Ｂ



平成３０年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東中学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔４〕 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ＜課題＞

中 高 一 貫 教 ＊中高教員が連携し ①中学生と高校生の交流活動を， ・富東祭・生徒総会など，中高合同の B ①中高の生徒同士で同じ階 中高一貫教育校として

育 の 円 滑 な た計画的継続的な 年間延べ１０日間以上実施す 教育活動をのべ１４日実施した。 に同学年の生徒がいるこ の６年間を見通した教

実施 指導計画を作成 る。 ・全学年で保体を，３年生は英語・数 B とが非常に影響力がある 育活動や組織体制をさ

学・保体で，中高教員による TT 指 中学３年生にとって隣の らに充実させる必要が

②中高教員による TT 指導を，週 導・習熟度別指導を実施した。 高校３年生の様子がわか ある。

＊開かれた学校づく １０時間以上実施する。 ・相互授業参観を中高合同で実施し B ることは非常に参考にな

りの推進 た。 るし，勉強にもなる。恵

③中高連携授業研究会を年間３回 ・中高一貫教育推進検討会を開催し， B まれた環境を存分に活か ＜方策＞

＊心のふれあう校風 以上実施する。 中高一貫教育の特色を生かした教科 していただきたい。 ○教科学習を中心とした

の樹立 指導のあり方について検討した。 （所見） 中高６年間のカリキュ

④中高の教員が一体となり、中高 ・<生徒ｱﾝｹｰﾄ>高校生と学校生活や行 B ④富東祭・生徒総会・防災 ラム等について，企画

一貫の教育課程について検討す 事を共にすることは，自分にとって ・開校９年が経過し，中高一貫 訓練などを中高合同で実 課を中心に，検討を継

る。 プラスになっていると感じている生 校としての形が完成する中で 施していることは有意義 続する。

徒 86.3 ％(昨年度比 0.3 ﾎﾟｲﾝﾄup) 学校行事や部活動など，中高 であり，中高一貫教育校

活動計画 活動計画による実施状況 合同の教育活動の実施が定着 しか，なしえないことで ○内進生と外進生の状況

・教科学習を中心とした中高６年 ・富東祭（文化祭・体育祭）・生徒総会・ した。 ある。 を様々な側面から分析

間のカリキュラム等について， 防災訓練等の学校行事を中高合同で実施 また，高校の教員の授業 し，中学校から高校へ

中高合同の検討委員会等を開催 した。 ・教職員の指導体制や研究・研 を受講できることもメリ の接続のあり方につい

して検討する。 修体制についても中高の共通 ットである。実践してい て検証する。

理解のもと，一体的な運営が る活動を今後も継続し，

・ (中 ･高 )の企画課を中心に，中 ・音楽部・書道部・美術部などの文化部で できた。 生徒自らの学力の向上へ ○中高教員の連携による

学校から高校への接続について は，中高合同の活動が定着した。運動部 と繋げていけるような取 効果的なＴＴや習熟度

本校の教育目標や生徒の実態に では，体力・技能の差に応じて，可能な ・中高の企画課を中心として， 組を幅広く実践してほし 別等の指導をさらに充

即した「富岡東スタイル」を確 範囲で活動しており，高校の部活動への 中高一貫の教育課程の編成な い。 実させる。

立する。 移行ができつつある部もある。 ど，本校独自の中高一貫教育

のシステム構築について検討 ○他校の実践例を研究し，

・中高教員の連携による効果的な ・英語・数学・保体で高校の教員と中学校 する体制が充実した。 本校の取組に生かす。

ＴＴや習熟度別等の指導を充実 の教員が合同で中学校の授業を実施し，

させる。 その授業を通して高校の教員が中学生の ・中学校で一緒に活動してきた ○中高の生徒が合同で取

学習内容や到達度を具体的に把握するこ 生徒が，高校へ進学した際の り組む活動を充実させ

・他校の実践例を研究し，本校の とができた。 生徒アンケートで，「高校生 る。

取り組みに生かす。 と学校生活や行事を共にする

・中学３年生の数学・英語で習熟度別授業 ことは，自分にとってプラス

・中高の生徒が合同で取り組む活 を実施し，中高の教員が連携して学習指 になっている」と答えた者が

動をさらに充実させる。 導に取り組んでいる。 多くいる。

・中高相互の授業見学，研究授業 ・(中 ･高 )企画課を中心に，中高一貫教育 ・中高の連携をふまえて，中学

及び研究協議を行う。 推進検討会を開催するなど，中高合同で 校独自の教育活動を再検証す

教育課程や学力向上に関する取り組みを る。その上で追加・修正すべ

・中高合同の学力向上検討委員会 検討する体制が充実した。 き点を洗い出し，工夫・改善

等において，生徒の学力向上を していく必要がある。

図る授業の展開を検討する。

Ｂ



平成３０年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東中学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重点目標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔５〕 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ＜課題＞

特 別 活 動 の ＊あいさつ，マナー ①遅刻ゼロの生徒９０％以上。 ・〈生徒ｱﾝｹｰﾄ）学校に来ることが楽し B ①遅刻ゼロの生徒が昨年度 自らの安全と公衆道徳

充実と｢さわ 等の基本的生活習 ②あいさつがきちんとできる生徒 い 85.4 ％(昨年度比 0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ down) に比べわずかにポイント に対する生徒の意識を

や か で 活 力 慣の定着 ９０％以上 ・〈生徒ｱﾝｹｰﾄ）遅刻ゼロの生徒 96.5 ％ A アップし ,96.5 ％と目標の 高め，さらに学業に集

あ ふ れ る 富 ③部活動の参加率９５％以上。 (2.4 ﾎﾟｲﾝﾄup) 90 ％以上を達成できてい 中できるよう生活習慣

東｣の精神の ＊食育の推進と心身 ④市レベル以上の各種大会・コン ・〈生徒ｱﾝｹｰﾄ）あいさつをきちんとし A る。社会人としての大切 を改善する必要があ

高揚 ともに健全な生徒 クール等での入賞が，年間延べ ている生徒 93.2 ％(昨年度比 3.3 ﾎﾟｲ な指導ができていること る。また部活動のあり

の育成 ３０人以上 ﾝﾄ up) がわかる。また，挨拶に 方やその運営方法を見

⑤食に対する意識が高まった生徒 ・部活動参加率 95.8 ％（229 人/239 人） A ついても昨年度比微増で 直す。

＊たくましく生きる ８０％以上 ・四国中学総合体育大会男子８００ｍ A あり， 93.2 ％と目標を達
精神力と，心豊か ⑥登下校時の交通事故ゼロ。 で第２位であった。また，理数研究 （所見） 成 できており，「挨拶で

な人間性の育成 ⑦ＨＲ担任と教科担任は，始業の 部が日本学生科学賞で，昨年度に引 ・アンケートで「学校に来る 心ふれあう富東」のスロ ＜方策＞

チャイムを教室で聞く。 き続き県知事賞を受賞するなど，多 ことが楽しい」と回答した ーガン通り富東の良いと ○自転車通学や公共交通

＊安全教育や防災教 数の受賞・入賞があった。 生徒の割合が，昨年度と比 ころが全面に出ていると 機関でのマナーを向上

育の徹底と事故防 ・〈生徒ｱﾝｹｰﾄ）朝食をきちんと食べて A 較してわずかながら低下し 思うので，それを続けて させる取り組みを進め

止への取り組みの 登校している生徒 96.2 ％ (1.6 ﾎﾟｲﾝﾄ ており，課題である。遅刻 いただきたい。 るとともに，通学路の

強化 up) やあいさつに対する意識は 交通立哨などの安全指

・自転車通学生の登校時、自動車との B 上昇している。 ⑤学校生活と家庭生活は連 導を充実させる。

接触が１件、物損事故が１件あった。 動しているため，双方が

活動計画 活動計画による実施状況 ・基本的な生活習慣や規律正 充実していないと少しず ○高校の部活動との一体

・あいさつの励行や清掃活動への ・富東生らしいさわやかなあいさつが定着 しい学校生活に関しては， つ生活リズムがおかしく 的な活動や連携をさら

主体的取り組みを促す。 した。清掃活動にもしっかり取り組めて 目標をおおむね達成するこ なる。挨拶や服装は基本 に充実させるとともに

いる。 とができた。校則や言葉遣 的生活習慣であり，重要 中学生の部活動の活動

・生活ノートを活用し，個々の生 いなどに関するアンケート なことである。また，部 時間や活動場所を確保

徒の悩みや学級の問題点を発見 ・始業のチャイムと同時に授業を始める習 結果も昨年度と比較して向 活動を通じて先輩や後輩 する。

し，早期の解決を図る。 慣は引き続き定着している。 上が見られた。 という人間関係の幅が広

がる。今後も良質な校風 ○生活記録を活用し，生

・自転車通学のマナーを向上させ ・生徒会活動での服装チェックや，定期的 ・生徒同士，あるいは生徒と の維持向上を目指し，活 活習慣を見直させると

る取り組みを進めるとともに， に実施している昇降口指導により，「制 教師の人間関係も良好で， 動していただきたい。 ともに，個々の生徒の

通学路の交通立哨などの安全指 服を美しく着こなす」意識が定着してい 学校生活への高い満足度に 悩みや学級の問題点を

導を充実させる。 る。 つながっていると考えられ 発見し，早期の解決を

る。 図る。

・ホームルーム活動，全校・学年 ・定期テストの実施に合わせて生活実態調

別集会を通して，服装・頭髪・マナ 査を実施し，生活習慣の改善指導に役立 ・部活動では，良い成果が見

ーについての自覚を高める。 てている。 られ，運動部･文化部ともに

積極的に活動している。

・定期的に生活実態調査を実施す ・給食だよりを毎月発行するなど，保護者

る。 と連携して食育を推進できた。ただ，給

食への異物混入(毛髪･繊維)が複数回あ

・高校の部活動との一体的な活動 った。

や連携を充実させ，活動環境を

さらに整備する。 ・街頭交通指導を定期的に実施した。

・食育通信の発行や給食試食会の

開催等，保護者と連携した食育

を推進する。

Ｂ



平成３０年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東中学校

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔６〕 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ＜課題＞

人 権 と 環 境 ＊生徒一人ひとりの ①人権意見発表会や人権教育講演 ・各学級の代表による人権意見発表会 Ｂ ①将来の我が国を担う若い 中高一貫教育校として

に 対 す る 高 人権尊重の意識を 会等を実施する。 を開催した。 人たちが自らの体験や思 ６年間を見通した教育

い 意 識 を 育 高め，人権感覚を いをもとに人権について 計画をたて，人権問題

て る 教 育 を 磨くために，教育 ②教職員人権問題研修会を実施する。 ・教職員人権問題研修会を実施した。 Ｂ 考えることはとても大切 や環境問題について，

実践する。 活動全般をとおし で，高校生とともに人権 自分のこととして考え，

た人権教育の取り ③保護者への人権啓発活動を積極 ・ＰＴＡ活動や学校行事，各種配付物 Ｂ 新聞を発行したり，高校 行動できる生徒を育成

組みを充実させる。 的に実施する。 を通じて保護者への啓発を行った。 生とともに「身元調査お する必要がある。

・ 10 月の中高合同人権問題研修会を Ｂ 断りワッペン運動」を行 さらに，地域や他校と

実施した。 （所見） ったり，人権意見発表会 のつながりを大切にす

＊校舎内外の環境美 ④生徒の社会貢献への意識を高める。 ・自分が社会のために何をなすべきか Ｂ ・生徒アンケートの結果，「相 で自分たちの考えを発表 る教育活動を実践して

化に努めるととも を考えさせた。 手の立場に立った言動ができ し合うことで，生徒の高 いかなければならない。

に，環境問題に対 ⑤全校的なボランティア活動を実 ・様々な行事の時に、ボランティアを Ａ ている」生徒が 93.1 ％（昨 い人権意識を育てること

する理解を深め実 施する。 募集し活動した。 年 90.8 ％）であり，その内 ができている。

践力を育てる。 ・ＥＳＤ（持続可能な社会をめざした Ａ 訳は，そう思う 39.1 ％（昨 人権とは難しいことで ＜方策＞

⑥環境問題を意識した生活ができ 教育）を全学年で推進し，持続可能 年 38.8 ％）だいたいそう思 はなくて，自分自身の中 ○高校生ともに，中高生

ている生徒９０％以上。 な社会をつくるためにはどうすべき う 54.1 ％（昨年 52.0 ％）と にある優しさに気づき育 集会に向かって，年間

かを考え，ゴミの分別等を徹底した。 なっている。 てることが大切だと思っ を通じて，生徒部会へ

活動計画 活動計画による実施状況 総計では 2 ～ 3 ％上昇してお ている。どのような立場 の希望生徒の参加を実

・「社会貢献」の視点を重視した ・将来の社会貢献に向かって，ＥＳＤをす り，内容的にも大幅に向上し であろうとも，人は自分 施する。

人権・環境教育をいっそう充実 すめるとともに，自分も他人も大切にす ている。日々の学校生活を通 の尊厳が認められ，自分

させる。 るための人権意識の構築を行った。 じて，さらに人権意識を向上 の思いを受け止めてもら ○今年度に引き続き，人

させたい。 える社会の実現を目指し 権委員会の生徒の身元

・人権・環境について，保護者も ・生徒が，身元調査お断りワッペン運動に ている。教育課程全般で 調査お断りワッペン運

参加して共に学ぶ機会を増や 参加した。 ・人権意見発表会では，生徒の の取組が良い結果をもた 動への参加を行う。

す。 ・１，２学期に中高合同で、人権教育研修 高い人権意識を感じ取ること らすであろう。

会を実施した。 ができた。また，身元調査お ○ＥＳＤやＲ＆Ｒの内容

・学年だよりやホームページ等を ・「富東人権新聞」を６回発行し，中学生 断りワッペン運動や中高生に ③今年度の中高合同ＰＴＡ で，人権問題や環境問

通じて，学校での人権・環境教 からの提言・意見も随時掲載した。 よる人権交流集会に参加した 人権問題講演会は四国大 題について取り上げる。

育の学習内容を，保護者に向け 生徒の人権に関する意識や実 学の上岡千世先生の「人

て発信する機会を増やす。 践力が高まった。 間の性と他者理解～エイ ○自分が生まれ育った地

・市Ｐ連の活動等を通して人権・ ・阿南市人権教育研究大会や阿南市人権啓 ズカウンセリングから見 域を大切にする生徒を

環境教育における地域との連携 発講演会に，ＰＴＡから参加した。 えてきたもの～」であっ 育てるため，活動を工

をいっそう深める。 た。保護者として人権問 夫する。

題を改めて考える機会と

・資源ゴミの分別回収や廃油の回 ・節電の徹底や，プリント類の裏面利用， なった。

収など，現在の取り組みをいっ 封筒類の再利用などの省資源活動や資源

そう充実させる。 ゴミの分別収集など，３Ｒ（リデュース， ④人権問題や環境問題等は

リユース，リサイクル）が定着した。 すべて社会問題であり，

・体験的な学習活動を充実させる ・生徒が，中高生による人権交流集会に参 まずは身近なところから

など，人権教育の学習方法を工 加し意識を高めたり，修学旅行で戦争体 問題点を共有し，それぞ

夫改善する。 験者の講話を聞いたりした。 れの立場からできること

を考え，解決に向けて実

・ PTA 人権教育部の活動を工夫 践することが大切なので

する。 はないか。

Ｂ
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

〔７〕 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ＜課題＞

組 織 力 で 迅 ＊個々の教師に頼る ①服務規律に関する研修会を開 ・教職員アンケートの結果から，教職 B ①教員の資質・能力の向上 組織力で迅速かつ有機

速 か つ 有 機 ことなく，｢報告・ く。 員の意思疎通は適切に行われている を図り，授業力や指導力 的に動く教職員集団の

的 に 動 く 教 連絡・相談｣の意識 ことが確認できた。 をつけていくことが教育 構築を一層推進する必

職 員 集 団 の を徹底 ②コンプライアンス，情報セキュ の質を高めるとともに， 要がある。

構築 リテイ等の研修を充実させる。 ・生徒の状況について教職員の共通理 B 学校全体の教育力向上に

＊生徒の状況等につ 解のもとで教育活動を実施できた。 つながる。 ＜方策＞

いて教職員が情報 ③不祥事を未然に防止する，風通 生徒たちが最も望むこ ○管理職を中心として，

を共有する環境の しのよい職場環境を作る。 ・コンプライアンスに関するアンケー B とは，先生方との信頼関 教職員間の「報・連・

整備 ト調査の結果から，コンプライアン （所見） 係が継続でき，悩み事を 相」をシステムとして

ス意識が徹底できている状況が確認 ・教職員間のコミュニケーショ 相談したり，教科の質問 徹底するとともに，コ

＊教職員が自主的に できた。 ンは十分に図られており，「報 がしやすい環境があるこ ミュニケーションの一

研修に参加し，資 告・連絡・相談」も適切に行 とだと思っている。その 層の充実に努め，風通

質の向上のために ・情報セキュリティに関するセルフチ B われている。 ような教職員集団の学校 しの良い職員室・教職

自己研鑽に励む意 ェックの結果から，情報セキュリテ ではいじめも不登校も激 員体制づくりを推進す

識の高揚 ィについて教職員がよく理解してい ・三者面談や生徒面接等で知り 減すると思っている。ど る。

ることが確認できた。 得た情報を教職員が共有し， うか不祥事を未然に防止

＊カウンセリングに 指導に活かすことができた。 する，風通しの良い職場 ○コンプライアンスや情

関する専門的な知 活動計画 活動計画による実施状況 環境を校長先生を中心に 報セキュリティ，また，

識やスキルの会得 ・管理職を中心として，教職員間 ・教職員間のコミュニケーションの機会を ・教職員のコンプライアンス意 形成して下さい。 カウンセリング等の研

と，協働する組織 の「報・連・相」をシステムと 大切にし，風通しの良い職場環境づくり 識は高いことが確認できた。 修を充実させ，今日的

の構築 して徹底するとともに，コミュ に努めた。 特に自動車を運転する際の交 ②今の社会は目まぐるしい な問題に適切かつ迅速

ニケーションのいっそうの充実 通違反・事故には十分に気を 速さで変化している。そ に，組織として対応で

に努め，風通しの良い職員室・ ・生徒の健康状態，家庭状況，人間関係， つけるよう努めている。 れについて行くのがやっ きるようにする。

教職員体制づくりを推進する。 学習状況などについて，担任だけでなく， とで，時代に合った教育

学年組織や養護教諭等が共通理解を深め ・情報セキュリティについては をするのは大変困難なこ ○携帯電話等のネットリ

・コンプライアンスや情報セキュ 管理職や教育相談との連絡や相談も行い クリアデスクの実行やウイル とではあるが，現代の教 テラシーについて，子

リティ，また，カウンセリング ながら助言や支援を行った。 ス対策など，これまでの調査 育は，生徒の心のケアか どもたちがＩＴ社会で

等の研修を充実させ，今日的な で不十分だった点が改善され ら学力の向上まで多種多 より良く生きる力を身

問題に適切かつ迅速に，組織と ・職員朝会，中学校職員会，学年部会など 。た 様にわたった教育をしな につけ，トラブルに巻

して対応できるようにする。 の機会を捉えて，コンプライアンス意識 ければならず，それぞれ き込まれることがない

の徹底を図った。 の分野や立場で手厚い指 よう，情報教育体制を

・携帯電話等のネットリテラシー 導をお願いしたい。しか 整える。

について，子どもたちがＩＴ社 ・情報セキュリティに関するセルフチェッ し，教員自身の心身のケ

会でより良く生きる力を身につ クの実施等を生かして，遵守事項の確認 アも忘れないで欲しい。

け，トラブルに巻き込まれるこ と意識の向上を図った。

とがないよう，情報教育体制を

整える。 ・警察等と連携し，外部講師を招いて携帯

電話の正しい使い方など，ネット社会へ

の適応力を高める取り組みを実施した。

B


